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７月１３日創立４０周年実行委員会が開かれま

した。 

記念事業の詳細な内容、スケジュール等協議され

ました。この後会員全体の協力をお願いする場面

となると思いますので宜しくお願いします。 

7 月 16 日、財団セミナーが静岡グランシップに

て開催されました。当クラブからは渡辺篤司会員

が出席されました。後ほど報告をお願いします。 

７月１９日「冠講座」最終講座が開催されまし

た。酒向謙次前幹事には企画の段階からご尽力い

ただきました。感謝申し上げます。また講師の会

員もご苦労様でした。 

暑い日々が続きますが、さらに熱くしてくれた

のがドイツで開催された女子サッカーワールドカ

ップ大会での『なでしこジャパン』の優勝のニュ

ースではないかと思います。点を取られては取り

返す展開はＴＶ観戦とはいえ大興奮の早朝イベン

トでした。 

決勝トーナメントの3試合は早朝3時 30分からの

ＴＶ中継となり、眠い目をこすりながらの観戦は

結構キツイものがありました。 

各メディアは勝因について色々なコメントをして

います。 

最後まであきらめない精神力 

ゆるぎない団結力 

笑顔が出るムード：米国選手は集中していたが渋

い顔をしていたが日本の選手達は笑っていた。 

攻撃でも、守備でも、1対 1 で負けない「個」の強

さがあった。 

熱くなりすぎたアメリカ代表とは逆の冷静さがあ

った。特にＰＫ戦ではクールなナデシコ達が印象

であった。 

観客の大半を味方につけた決してあきらめないプ

レー。 

まさに日々の努力が実を結んだドラマであったと

思います。 

余談ですが『なでしこジャパン』の名称は２００

５年公募により決定したそうです。 

女子サッカーがＷ杯に出発したのも知らないでベ

スト８あたりから興奮してＴＶ観戦をしたのは私

だけでしょうか。 

■ 幹 事 報 告                大塚 博巳君 
• ２６２０地区 会員増強推進についてのお願い

が届きました。 

• ２６２０地区 ２０１３年度規程審議会につい

ての案が届きました。 

• ２６２０地区 ロータリーレート ２０１１年

８月は１＄＝８０円です。 

• ２６２０地区 第１７回全日本ロータリークラ

ブ親睦合唱祭（2012 年 5 月 19 日横浜みなとみら

いホール）の応募要項が届きました。 

■ 出 席 報 告           小西 啓一君 
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

37／44 84.09％ 38／44 86.36％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○栗原君 ○酒井君 江﨑晴君 鈴木舜君 

鈴木廣君 仲田晃君 水野君 
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(２)メークアップ者 

河井 宏文君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                   
藪崎 宰一君（藤枝南） 

■ スマイルＢＯＸ         小西 啓一君                         
• ７月７日に二人目の孫が生まれました。女の子

でした。            村松 英昭君 

• お誕生日のお祝いありがとうございます。 

大長 昭子君 

• 先週は誕生日祝いありがとうございました。７

月２４日で５９才になります。６０才に向けて

頑張っていきたいと思っています。（仕事に遊び

に）                      畑 昇君                          

スマイル累計金額 ４７，０００円 

■ 委 員 会 報 告           
 

ロータリー財団委

員会 

渡辺 篤司君 

 

 

『財団セミナー報告』 
未来の夢 
 ２０１７年に創立１００周年を迎えることを踏

まえ、管理委員会は財団が奉仕の第二世紀に移行

するための計画を立てています。 
創立以来ロータリー財団はプログラムにほとんど

変更を加えることがありませんでした。そこで管

理委員会は面接やアンケート調査、フォーカスグ

ループ、意見交換会を通じて多種多様な関係者の

意見を取り入れ未来の夢計画を立案しました。 
・プログラムと運営を簡素化する 
・意思決定をさらに地区に移行する 
昨年度から世界の１００地区（日本では４地区）

が３年間試験地区として「未来の夢計画」に従っ

たプログラムで財団活動を開始しました。 
残る地区は２０１３～１４年度から３年間の試行

期間での問題点を改善して全ての地区が移行しま

す。 

■ 会 員 卓 話                  
｢地域社会貢献の活

動について｣ 
畑 昇君 

 
 焼津信用金庫では、

営業統括部と顧客

相談部の二つの部を担当しております。営業統括部

は、預金や貸出金、今では、国債・投信も推進して

いる部署であります。顧客相談部は、営業推進には

直接関連はしておらず、お客様の相談等をサポート

する部署であります。今日は、平成２２年度に取組

んだ｢地域・社会貢献活動｣について顧客相談部の仕

事の一部について話をしたいと思います。 
 皆様のところに資料を配布してありますので、ご

覧下さい。 
 最初に、｢古代鰹節の再現と志太郡衙（しだぐん

が）｣のイベントでございます。資料はＰ５とＰ６

です。 
 かつて全国一の鰹節産地であった焼津市も、最近

は鹿児島県枕崎市などに押され、その地位を明け渡

しております。こうした状況を踏まえまして｢鰹節

のまち：やいづ｣の復活を目指し、官民が一体とな

った活動を展開しております。当金庫も平成２１年

５月、信金中央金庫と提携し、｢焼津鰹節水産加工

業活性化支援｣に向けて積極的な取組を行ってまい

りました。 
 平成２２年度、焼津鰹節の歴史や産業などを広く

発信するとともに地位住民の皆様に理解を深めて

いただく為、｢古代鰹節を再現する会｣が発足されま

した。古代鰹節とは,鰹節のツールである、生の鰹

を煮て乾燥させた｢煮堅男（にかつお）｣で、奈良時

代に現在の藤枝市にあった古代役所である｢志太郡

衙（しだぐんが）｣を経由して平城京に税として納

められておりました。平成２２年１０月１０日に同

会が主催する、再現した古代鰹節を｢志太郡衙｣跡地

で納める式典と試食するイベントが実施されまし

た。また、１０月２４日には、奈良県｢平城京遷都

１３００年祭｣を執り行いました。 
 次に資料はＰ７となりますが、｢海外事業展開セ

ミナー｣でございます。近年、経営成長を遂げてい
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る中国、インド、ベトナムなどのアジア諸国へのビ

ジネスチャンスを求めて事業展開をしようとする

動きが活発化しております。当金庫では、海外への

事業展開をテーマに中国市場の開拓事例を中心に、

現地の生の情報を交えながらマーケットニーズに

ついてセミナーを開催しました。当日は取引先２２

社２５名の参加をいただきました。当金庫では、今

後も新たな可能性を海外市場へ求めようとする中

小企業の皆様に対しまして、積極的に支援していき

たいと考えております。なお、２３年度は、２回に

わたりまして海外事業展開をテーマにしたセミナ

ーの開催を計画しておりますので、ご関心を持たれ

るようでありましたら、是非、ご参加いただければ

幸いでございます。 
 続きまして、資料Ｐ１０をご覧ください。 
リーマンショック以降、大学生の雇用環境は依然と

して厳しい状況が続いております。文部科学省では、

就職支援強化が急務であると、平成２２年度からの

新規事業として「大学生の就業力育成支援事業」を

立ち上げ、学生の卒業後の社会的・職業的自立に向

けた取り組みを国として支援することを決定しま

した。平成２２年度より、「実践力向上を重視した

就業支援事業」を実践している静岡英和学院短期大

学部から、地域の中小企業の事情に精通している金

融機関として当金庫へ産学連携協定締結の依頼が

ありました。学生の就業力支援の必要性、マーケテ

ィング調査などを実施する大学側との協力体制を

構築するメリット等を勘案しまして、平成２３年２

月１５日に同大学と産学連携協定を締結しました。

資料に記載しました内容は、同大学が現場での実習

活動を強化していることから、商品開発や品質管理、

流通過程などを学ぶ為に金庫の紹介で清涼飲料会

社で工場見学を実施したものでございます。 
 続きましてＰ１１をご覧下さい。 
当金庫では、災害時に事業を早期復旧する手段をま

とめたＢＣＰ（事業継続計画）の策定に向けた支援

を平成２１年度より継続的に実施させていただい

ております。平成２２年度は、焼津市・藤枝市なら

びに商工会議所、商工会などの支援をいただき、行

政機関や支援機関との連携を強化させることで、多

方面から支援していくことを目指しました。このた

びの「東日本大震災」により、今後益々「ＢＣＰ」

への関心は高まり、計画を策定しようとする企業も

増加していくものと考えております。 
当金庫といたしましても、こういったニーズにお応

えできるように努めてまいります。 
 続きまして資料Ｐ１２をご覧下さい。 
平成２２年度より、新たな試みとして「まるせい大

爆笑寄席」「文化講演会」にご来場いただきました、

お客さまに「チャリティ募金」の呼びかけを行いま

した。「まるせい大爆笑寄席」でお預かりしました

募金は、本部役職員の募金と合わせて合計２０万１

千３２円を静岡新聞社「愛の都市訪問」へ、そして

「文化講演会」でお預かりしました募金４万７千８

６９円は焼津市社会福祉協議会へ寄付金として贈

呈しました。 
 続きましてＰ１３をご覧下さい。 
このたびの「東日本大震災」では、東北地方をはじ

め東日本を中心に深刻な被害を及びました。被災さ

れました方々、および関係者の皆様方には心からお

見舞い申し上げる次第でございます。全国の信用金

庫では、被害にあわれた信用金庫を始め被災地の

方々を、業界を挙げて支援していく申し合わせを行

い実施しております。当金庫におきましても、震災

による経済的影響を受けられたお取引先に対して、

災害対策救援融資や緊急相談窓口の設置、また、被

災者の方々への救援や１日も早い復興を願い、当金

庫ならびに関連会社の役職員から救援金を募った

り、生活用品等の支援物資を提供させていただくな

ど、いくつかの取組みをさせていただきました。 
詳細につきましては資料に記載させていただいた

とおりでございます。 
 続きましてＰ１４に掲載しております「金融経済

教室」でございます。 
当金庫では、「金融経済教育研究会」を発足し、平

成１９年７月より社会貢献活動の一環として毎年

「金融経済教室」を実施しております。平成２２年

度は、８月に夏休みの福祉体験『楽しく学ぶ「ふく

しのすすめ」』の一環として焼津市社会福祉協議会

からの依頼を受け「ウェルシップやいづ」で小学校

４年生から６年生の児童を対象に「お金とお金の価

値を知ろう」をテーマに、お金に関わる知識や「黒
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字家計」と「赤字家計」２つの家計モデルから、お

金を大切に使うことの重要性を気づかせること、そ

して家族の一員として自分ができることに取組ん

でもらうよう児童たちに働きかけました。また、１

月および２月には、２１年度実施した静岡県立藤枝

特別支援学校、静岡県立静岡北特別支援学校から再

度、実施の依頼を受け、４月に就職を控えた高等部

３年生を対象に「金融取引の始め方、お金の価値」

をテーマに、預金口座の開設方法、印鑑やキャッシ

ュカードの重要性、振り込め詐欺などの金融犯罪、

貯蓄の重要性などを学んでいただきました。 
 続きましてＰ１５からＰ１８の資料をご覧下さ

い。 
当金庫では、地域密着型金融を念頭に置いた「創業

や新事業」に関する支援、また、「課題解決型金融」

の実践に向けた取り組みを強化させる為、平成２０

年４月に中小企業診断士で構成する「融資サポート

課」を設置させ、営業店との連携強化を図り、設備

投資計画や公的支援・助成制度の申請書類の作成な

ど、様々なご相談に応じております。特に、新商品

開発や、新事業への取組を静岡県が承認する「経営

革新計画」への取組に力を入れております。資料に

は平成２３年２月末時点での２４件の承認となっ

ておりますが、平成２３年３月末では３３件の承認

を受けまして、当金庫営業エリア内における当金庫

の支援先割合は２０％の実績となっております。 
 続きましてＰ１９からＰ２０をご覧下さい。 
当金庫のお取引先企業の皆様が、長引く景気低迷に

打ち勝っていくために、企業の経営改善に向けた取

り組みを強化するため、平成２０年４月に「企業支

援課」を設置し、様々な経営改善支援を行っており

ます。平成２２年度は、リレーションシップバンキ

ングの機能強化をより一層推し進めていく為に「経

営改善計画の策定支援」をはじめ、経営改善に関す

るサポート「静岡県中小企業再生支援協議会」や「し

ずおか産業創造機構」といった外部支援機構を活用

した支援などに力を入れて取組んでまいりました。

特に経営改善計画の策定におきましては、前年度対

比２０件増加の５４件といった実績となりました。 
 最後に、「若手社員研修会」について説明いたし

ます。資料はＰ２２となります。 

当金庫取引先の若手社員を対象に実施している「若

手社員研修会」を６月１６日・１７日の１泊２日に

掛けて「航空自衛隊静浜基地」で実施しました。お

取引先の若手社員は会社単位では、人数が少ないこ

とから、若手社員研修が十分にできないといったご

意見をいただき、当金庫で取りまとめ、主催してい

るものでございます。 
平成２２年度で３３回目を迎えました。平成２２年

度は１３社より５０名の若手社員が参加しました。

研修では、自衛隊の基礎動作である整列・集団行

動・敬礼などの基本訓練から社会人としてのマナー

講座や読み易い字の書き方セミナーなどを実施し

ております。「若手社員研修」を通じて社会の規律・

団体行動の大切さを学び、また、地元企業で働く同

世代の人との交流を図りました。 
以上が、私どもが平成２２年度に取組んで参りまし

た、地域・社会貢献活動の主だったものを説明させ

ていただきました。 

◎ 冠 講 座       第１２回（７月１９日）       
 

岐路に立たされる物

流子会社 

経営の難しさを乗り

切る 

酒向 謙次君 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（担当／小泉君） 


